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令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
15
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

６
月
９
日

■
調
査
事
項　

国
民
健
康
保
険
事

業
及
び
保
健
事
業
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

７
月
16
日

■
調
査
事
項　

橋
梁
及
び
河
川
改

修
工
事
等
の
施
工
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

８
月
２
日

■
調
査
事
項　

ひ
ま
わ
り
の
里
の

開
花
状
況
及
び
運
営
状
況
に
つ
い

て■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

11
月
３
日
任
期
満
了
の
た
め
任
命

に
同
意

　

三
上　

公
晶　

氏
（
再
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

９
月
26
日
任
期
満
了
の
た
め
任
命

に
同
意

　

金
山　

智
徳　

氏
（
再
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

10
月
31
日
任
期
満
了
の
た
め
任
命

に
同
意

　

深
瀬　

純
一　

氏
（
再
）

〇
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

〇
北
竜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

〇
北
竜
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
５
８
，
８
５
４

千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を
３
，

９
０
３
，
５
２
１
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
３
４
０
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
３
１
３
，
２

４
０
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
，
８
５
４
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を
１
０
４
，

８
５
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
６
，
１
０
８
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を
３
０
１
，

６
３
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
９
，
４
９
５
千
円

を
追
加
し
、予
算
総
額
を
４
５
１
，

９
９
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
６
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
・
集
落
排

水
）
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
令

和
２
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
藤
井

雅
仁
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
畜
産
物

の
消
費
拡
大
及
び
高
温
・
干
ば
つ

に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
を
求
め

る
意
見
書

委
員
会
報
告

原
案
可
決

意
見
書
提
出

同
意

認
定
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小
坂
議
員

　

本
町
の
税
・
使
用
料
・
利
用
料

等
の
収
納
率
は
大
変
高
く
推
移
し

て
い
る
。
公
平
・
公
正
の
観
点
か

ら
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に
対
応

し
、
請
求
書
払
い
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
等
、
納
め
や
す
く
利
便

性
の
高
い
納
付
方
法
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
国
を
挙

げ
て
推
進
し
て
い
る
施
策
で
あ
る
。

令
和
７
年
６
月
ま
で
に
４
割
程
度

の
普
及
を
目
指
し
て
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
を
含
む
非

接
触
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
等
を
導
入
し
て
も
収
納
率

の
特
段
の
向
上
が
見
込
め
な
い
一

方
、
そ
の
実
施
に
多
額
の
経
費
が

必
要
で
あ
り
、
加
え
て
窓
口
サ
ー

ビ
ス
や
事
務
処
理
の
効
率
化
・
簡

素
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い

と
判
断
し
導
入
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

令
和
５
年
に
向
け
て
、
国
に
よ

る
地
方
税
納
税
に
活
用
で
き
る
全

国
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
電
子

納
税
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
の

で
、情
報
収
集
し
検
討
し
て
い
く
。

小
坂
議
員

　

収
納
率
の
向
上
に
結
び
つ
か
な

く
と
も
、
手
段
は
用
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
導
入
費
は
業
者
が
負
担

す
る
の
で
掛
か
ら
な
い
。
業
者
は

利
用
手
数
料
の
徴
収
で
成
り
立
つ
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
、
地
方

自
治
体
も
小
さ
な
こ
と
か
ら
、
早

め
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

現
状
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま
り

な
い
が
、
Ａ
Ｉ
を
中
心
と
し
た
行

政
が
進
ん
で
い
く
た
め
、
情
報
収

集
し
検
討
し
て
い
く
。

小
坂
議
員

町
税
等
の
収
納
率
の

向
上
に
向
け
て

　

９
月
13
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
９
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

北
島
議
員

　

現
在
、
き
た
そ
ら
ち
農
協
北
竜

支
所
で
は
、
米
の
「
籾
ば
ら
集
出

荷
施
設
」
建
設
を
検
討
中
で
あ

る
。
年
内
中
に
有
無
を
決
定
す
る

為
、
組
合
員
か
ら
の
意
向
調
査
や

意
見
聴
収
を
行
っ
て
い
る
が
、
約

40
億
円
と
い
う
高
額
な
建
設
費
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
価

下
落
等
に
よ
り
、
国
や
道
の
補
助

金
、
行
政
の
支
援
な
し
に
は
実
現

は
難
し
い
。

　

将
来
的
に
必
要
不
可
欠
な
施
設

と
考
え
る
が
、
農
協
側
よ
り
要
請

が
あ
っ
た
時
、
町
の
10
か
年
総
合

計
画
に
記
載
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
行
政
と
し
て
ど
の
様
な
支
援

を
考
え
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

町
の
総
合
計
画
で
は
、
農
協
、

農
業
者
の
総
意
に
よ
る
建
設
の
要

望
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
町
が

事
業
主
体
と
な
り
国
庫
補
助
・
過

疎
債
を
活
用
し
た
事
業
計
画
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で

農
協
側
か
ら
の
具
体
的
な
内
容
の

提
示
が
な
く
、
話
し
合
い
も
出
来

て
い
な
い
。
今
後
、
農
協
側
か
ら

具
体
的
な
報
告
や
要
請
が
あ
れ

ば
、
十
分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

北
島
議
員

　

そ
の
際
は
、
農
業
者
に
と
っ
て

少
し
で
も
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う

な
支
援
に
な
る
事
を
期
待
す
る
。

北
島
議
員

籾
ば
ら
集
出
荷
施
設
建
設
に

於
け
る
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

小
坂
議
員

　

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

国
際
目
標
と
し
て
、
17
の
ゴ
ー
ル

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は

政
府
、
団
体
、
企
業
あ
る
い
は
個

人
も
加
わ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の

取
り
組
み
、
リ
ン
ク
し
た
活
動
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
理
事
者
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

２
０
１
５
年
「
誰
一
人
取
り
残

小
坂
議
員

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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藤
井
議
員

　

昨
年
１
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
国
民
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
昨
年
度
、
特
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
事
業
者
に
は
国
・
道

そ
し
て
北
竜
町
か
ら
も
大
き
な
支

援
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

在
も
事
業
者
・
飲
食
店
に
は
時
短

営
業
や
休
業
要
請
等
が
大
き
な
痛

手
と
な
っ
て
い
る
が
、
行
政
と
し

て
何
か
支
援
を
考
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
今
後
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
や
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
計
画

が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
昨
年
は
、
町
は
国
や
道
の

基
準
で
は
救
わ
れ
な
い
事
業
者
の

救
済
を
し
た
が
、
町
の
救
済
基
準

に
満
た
な
い
事
業
者
も
、
２
年
続

く
と
大
き
な
被
害
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も

伺
い
た
い
。

藤
井
議
員

　

現
在
バ
ス
で
は
沼
田
町
に
直
接

行
く
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
た
令
和

４
年
３
月
末
に
滝
川
市
へ
向
か
う

路
線
で
あ
る
滝
川
北
竜
線
の
廃
止

計
画
が
あ
る
。
そ
の
中
で
高
校
生

の
通
学
の
足
と
し
て
代
替
の
車
両

運
転
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
計
画
で
は
生
徒
数
が
ど

の
く
ら
い
ま
で
変
動
し
て
も
継
続

可
能
な
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、隣
の
管
内
で
は
あ
る
が
、

春
に
ハ
イ
ヤ
ー
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

事
業
を
行
っ
て
い
た
業
者
が
撤
退

し
、
混
乱
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
当

町
に
つ
い
て
も
町
民
の
足
と
し
て

公
共
交
通
の
確
保
は
必
要
不
可
欠

と
考
え
る
が
、
事
業
者
が
存
続
し

て
い
く
為
の
支
援
対
策
等
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

町
で
は
昨
年
度
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
・
地
域
振
興
券
の
発
行
、

料
飲
店
や
商
工
会
員
等
観
光
セ
ン

タ
ー
出
店
予
定
者
へ
の
支
援
、
料

飲
店
組
合
へ
の
ポ
イ
ン
ト
・
イ
ベ

ン
ト
支
援
、
国
の
持
続
化
給
付
金

の
対
象
外
と
な
っ
た
事
業
所
へ
の

支
援
を
実
施
し
た
。

　

今
年
度
は
地
域
振
興
券
の
発

行
、
料
飲
店
や
観
光
セ
ン
タ
ー
出

店
予
定
者
へ
の
支
援
、
料
飲
店
組

合
へ
の
イ
ベ
ン
ト
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
本
定
例
会
に
補
正
予
算
と

し
て
料
飲
店
へ
の
追
加
支
援
並
び

に
商
工
会
員
等
へ
の
支
援
を
計
上

し
て
い
る
。

　

今
後
の
感
染
状
況
や
国
の
支
援

策
等
の
情
勢
を
注
視
し
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
イ
ベ
ン
ト

支
援
等
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
は

商
工
会
と
も
充
分
協
議
し
て
い
き

た
い
。

佐
野
町
長

　

町
と
し
て
は
４
月
以
降
も
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
通
学
利
用
者
等
の

交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
、「
北
竜
町
地
域
公
共
交
通
計

画
」
に
基
づ
き
碧
水
か
ら
雨
竜
町

追
分
市
街
ま
で
を
結
ぶ
車
両
と
し

て
、
最
大
24
名
ま
で
乗
降
可
能
な

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
を
予
定
し

て
い
る
。

　

支
援
対
策
に
つ
い
て
は
現
在
住

民
混
乗
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
並
び
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運

行
を
進
め
て
い
る
。

　

来
年
３
月
を
も
っ
て
ひ
ま
わ
り

観
光
は
閉
業
を
予
定
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
４
月
以
降
の
雨
竜

町
へ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
を
含

め
、
近
隣
市
町
の
バ
ス
事
業
者
並

び
に
町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ
の
委

託
を
念
頭
に
協
議
を
進
め
て
お

り
、
今
後
は
事
業
者
が
存
続
し
て

い
け
る
支
援
等
も
合
わ
せ
て
検
討

し
た
い
。

藤
井
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
事
業
者
の
支
援

に
つ
い
て

藤
井
議
員

公
共
交
通
等（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
・

ハ
イ
ヤ
ー
・
バ
ス
）
に
つ
い
て

さ
な
い
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
社

会
実
現
を
目
指
す
世
界
共
通
の
目

標
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
採
択
さ
れ
た
。

発
展
途
上
国
の
み
な
ら
ず
、
全
て

の
国
が
取
り
組
む
普
遍
的
な
目
標

と
し
２
０
３
０
年
を
達
成
年
限
と

し
て
、
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
国
際
目
標
の

ゴ
ー
ル
に
対
し
、「
北
竜
町
総
合

計
画
」
の
施
策
等
を
組
み
合
わ
せ

つ
つ
、
ひ
ま
わ
り
の
町
北
竜
に
ふ

さ
わ
し
い
活
動
に
取
り
組
む
た

め
、
令
和
６
年
以
降
の
後
期
計
画

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

小
坂
議
員

　

ど
の
視
点
で
取
り
組
む
か
で
あ

り
、
住
民
が
持
続
的
に
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
か
で
あ
る
と

思
う
。
内
閣
府
等
で
、
全
国
で
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

参
考
に
し
な
が
ら
北
竜
町
的
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
組
み
立
て
て
ほ
し
い
。

佐
野
町
長

　

町
民
に
は
、
内
容
が
十
分
理
解

さ
れ
て
い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、

広
報
等
で
周
知
し
て
い
き
、
近
い

う
ち
に
北
竜
町
版
を
策
定
し
た

い
。
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藤
井
議
員

　

こ
の
２
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
ひ
ま
わ

り
の
里
の
オ
ー
プ
ン
等
が
出
来

ず
、
観
光
事
業
は
大
き
な
痛
手
を

受
け
て
い
る
。
観
光
セ
ン
タ
ー
で

営
業
さ
れ
る
事
業
者
、
町
内
で
飲

食
店
を
営
業
す
る
事
業
者
が
力
を

蓄
え
、
観
光
分
野
を
活
性
化
さ
せ

て
い
く
に
は
行
政
の
素
早
い
対
応

が
必
要
と
考
え
る
。
総
合
計
画
の

中
で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
10

年
後
の
人
口
等
を
考
え
る
と
早
期

対
応
・
手
当
て
が
必
要
と
思
う
。

　

ま
た
、
展
望
台
に
つ
い
て
は
現

在
老
朽
化
の
た
め
使
用
不
可
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
来
年

度
は
感
染
症
が
治
ま
っ
て
も
展
望

台
が
新
築
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
は
昨
年
度
植
栽

を
含
め
た
全
て
を
中
止
、
今
年
度

植
栽
は
し
た
が
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

中
止
と
観
光
セ
ン
タ
ー
休
館
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
今
後
も
不
透
明

だ
が
来
年
度
以
降
も
感
染
症
対
策

を
施
し
た
上
で
の
実
施
に
変
わ
り

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
老
朽
化
か
ら
使
用
を
中
止

し
た
展
望
台
に
つ
い
て
は
「
ひ
ま

わ
り
の
里
基
本
計
画
」
で
示
さ
れ

た
も
の
を
基
本
と
し
、
町
民
説
明

会
等
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
等
を
基

本
設
計
に
反
映
さ
せ
、
令
和
５
年

度
に
建
設
す
る
予
定
で
い
る
。

　

来
年
度
は
展
望
台
の
な
い
状
態

と
な
る
が
、
仮
設
の
展
望
台
や
展

望
橋
の
設
置
等
の
代
替
策
を
検
討

し
、
社
会
情
勢
や
財
源
手
当
て
を

考
慮
し
た
う
え
で
「
ひ
ま
わ
り
の

基
本
計
画
」
の
早
期
実
現
に
努
め

た
い
。

藤
井
議
員

北
竜
町
の
観
光
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

　

転
倒
事
故
は
昨
年
９
月
に
発

生
。
看
護
師
の
傲
慢
な
対
応
と
職

務
怠
慢
で
１
ヶ
月
余
り
の
放
置
の

末
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
な
い
と

現
在
自
宅
介
護
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
ご
家
族
は
町
の
要
で
あ

る
管
理
責
任
者
か
ら
の
誠
意
を
感

じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

今
年
７
月
の
職
員
の
無
免
許
運

転
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
法
の

免
許
停
止
処
分
中
で
あ
っ
た
。
懲

罰
を
軽
ん
じ
た
行
為
に
通
報
さ
れ

逮
捕
と
な
っ
た
が
、
町
の
報
告
で

は
職
場
内
の
統
制
不
能
と
私
情
を

絡
む
も
の
で
、
懲
罰
基
準
を
難
し

く
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　

解
決
へ
の
方
向
性
と
着
地
点
に

疑
問
を
感
じ
、
納
得
で
き
る
説
明

が
な
い
中
で
「
町
長
・
副
町
長
の

減
給
処
分
」
で
、
片
付
け
る
こ
と

を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。

佐
野
町
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
竜
町

永
楽
園
に
お
い
て
、
昨
年
９
月
14

日
に
利
用
者
様
が
転
倒
さ
れ
、
10

月
22
日
受
診
ま
で
骨
折
が
判
明
出

来
ず
、
ま
た
、
施
設
内
で
適
切
な

対
応
を
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご

本
人
様
は
も
と
よ
り
ご
家
族
様
に

も
大
変
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
あ

げ
ま
す
。
現
在
ご
本
人
様
並
び
に

ご
家
族
様
の
介
護
負
担
軽
減
の
た

め
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利

用
に
よ
り
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

今
回
の
事
故
並
び
に
７
月
27
日

に
発
生
し
た
職
員
無
免
許
運
転
現

行
犯
逮
捕
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
懲
戒
処
分
等
に
関
す
る
基

準
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
発
令
し
た

が
、
改
め
て
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
の
秩
序
維
持
の
た
め
、
現
行
基

準
の
見
直
し
や
懲
戒
審
査
委
員
会

へ
の
外
部
人
材
の
登
用
な
ど
を
検

討
協
議
し
て
い
く
。

　

町
民
の
皆
様
の
信
頼
及
び
信
用

を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
深
く
反
省
し
、
町
長
・
副

町
長
の
減
給
で
終
わ
ら
せ
ず
、
利

用
者
様
に
健
や
か
で
快
適
に
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
施
設
運
営
の
た

め
に
、
断
固
と
し
た
改
善
改
革
を

進
め
、
合
わ
せ
て
人
材
の
確
保
に

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

今
回
の
「
減
給
処
分
」
に
於
い

て
は
２
つ
の
事
故
事
件
が
充
分
な

説
明
が
な
く
ひ
と
ま
と
め
に
片
付

け
ら
れ
て
お
り
、
ご
家
族
が
町
に

望
む
対
応
と
町
か
ら
の
対
応
に
食

い
違
い
が
あ
る
。

　

看
護
師
の
不
始
末
と
職
員
逮
捕

の
件
で
は
、
以
前
か
ら
判
断
の
甘

さ
に
疑
問
を
感
じ
て
お
り
何
に
対

し
て
の
処
分
か
経
緯
の
説
明
が
欲

し
い
。

佐
野
町
長

　

事
故
に
対
し
て
は
心
底
謝
っ
て

き
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
現
行

犯
逮
捕
に
つ
い
て
も
懲
戒
処
分
と

い
う
厳
し
い
処
分
を
下
し
た
。

尾
﨑
議
員

　

永
楽
園
は
町
民
が
安
心
し
て
任

せ
ら
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
、
職

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
向
上

心
を
持
っ
て
専
念
で
き
る
職
場
に

整
え
ら
れ
る
よ
う
、
運
営
改
善
に

尾
﨑
議
員

永
楽
園
の
諸
問
題
に
つ
い
て
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早
急
に
取
り
組
む
具
体
的
な
説
明

を
い
た
だ
き
た
い
。
今
ま
で
永
楽

園
職
員
側
か
ら
の
希
望
や
訴
え
は

な
か
っ
た
の
か
。

高
橋
副
町
長

　

何
件
か
受
け
、解
決
し
て
い
る
。

尾
﨑
議
員

　

曖
昧
に
せ
ず
責
任
問
題
を
明
確

に
し
な
け
れ
ば
ご
家
族
は
安
心
で

き
な
い
。

　

町
民
の
声
を
聴
き
、
町
民
に
寄

り
添
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

松
永
議
員

　

今
後
の
町
政
に
つ
い
て
、
３
点

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

①
北
竜
町
の
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
。
全
国
の
過
疎
地
域
で
は
人

口
減
少
対
策
と
し
て
工
業
団
地
誘

致
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
町
で

は
ど
の
様
な
対
策
事
業
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

こ
れ
ま
で
本
町
で
は
人
口
減
少

の
課
題
に
対
し
、
子
育
て
世
帯
を

対
象
と
し
た
支
援
や
移
住
定
住
推

進
支
援
等
を
数
多
く
行
い
、
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
お

り
、
引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
基
づ
き
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
工
業
団
地
や
企
業
等
の

誘
致
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
新
規

就
農
者
支
援
等
を
積
極
的
に
行
い

就
労
者
人
口
増
に
つ
な
げ
た
い
。

松
永
議
員

②
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
に
つ

い
て
。
本
年
７
月
に
開
催
し
た
町

民
説
明
会
で
の
意
見
に
よ
っ
て
計

画
の
変
更
等
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

本
年
基
本
設
計
が
行
わ
れ
る
展
望

台
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

町
民
説
明
会
で
は
賛
成
意
見
が

あ
る
一
方
、
事
業
費
や
維
持
管
理

に
関
す
る
懸
念
の
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
の
里

活
性
化
協
議
会
で
も
基
本
計
画
に

対
し
意
見
を
頂
い
て
い
る
。
10
か

年
で
の
整
備
計
画
で
あ
り
、
今
後

も
要
請
が
あ
れ
ば
町
内
会
・
各
団

体
単
位
で
の
説
明
会
を
開
催
し
意

見
聴
収
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

展
望
台
の
基
本
設
計
に
つ
い
て

は
９
月
１
日
付
け
で
株
式
会
社
隈

研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
と
契

約
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
１
月
ま

で
に
終
了
す
る
が
、
そ
の
間
、
月

２
回
設
計
事
務
所
と
協
議
を
行

い
、
細
部
の
変
更
等
を
行
う
事
と

し
て
い
る
。

松
永
議
員

③
北
竜
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
に
つ
い
て
。
計
画
に

つ
い
て
町
民
か
ら
の
意
見
聴
取
の

場
は
あ
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

こ
の
過
疎
計
画
は
、
町
の
総
合

計
画
に
基
づ
き
作
成
し
、
過
疎
債

を
充
当
す
る
た
め
の
事
業
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
道
と
協
議
の
上
、

事
業
内
容
の
認
可
を
受
け
る
も
の

で
あ
る
。
町
民
か
ら
は
８
月
25
日

か
ら
10
日
間
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

意
見
聴
収
行
い
、
後
日
、
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
回
答
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

松
永
議
員

今
後
の
町
政
に
つ
い
て

【
10
月
】

５
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

令
和
２
年
度
決
算
監
査

13
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
臨

時
役
員
会
、
空
知
町
村
議
会
議
長

小
松
議
員

　

先
日
、
今
年
度
の
米
の
概
算
金

が
う
る
ち
米
１
俵
あ
た
り
前
年
比

２
，
０
０
０
円
前
後
下
落
す
る
と

報
道
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

消
費
減
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

今
後
北
竜
町
の
米
に
対
し
て
ど
の

様
な
支
援
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　

ま
た
、
明
年
度
以
降
米
の
生
産

過
剰
を
解
消
す
る
為
に
さ
ら
な
る

転
作
の
深
堀
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
米
か
ら
畑
作
物
に
シ
フ
ト
し

米
の
価
格
を
補
て
ん
し
得
る
所
得

が
求
め
ら
れ
る
。
北
竜
町
農
業
再

生
協
議
会
を
中
心
に
国
の
補
助
金

に
繋
が
る
施
策
、
誘
導
も
必
要
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

今
年
度
は
米
の
「
ナ
ラ
シ
対

策
」
並
び
に
「
収
入
保
険
」
が
適

用
に
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

お
り
、
本
町
の
水
稲
作
付
者
の
約

96
％
が
ど
ち
ら
か
の
制
度
に
加
入

し
て
お
り
標
準
収
入
額
の
最
大
９

割
ま
で
が
補
填
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
空
知
町
村
会

か
ら
も
米
価
下
落
対
策
を
講
ず
る

よ
う
国
と
道
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。

　

次
年
度
以
降
の
更
な
る
転
作
強

化
は
避
け
て
通
れ
な
い
情
勢
で
あ

る
。
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
各

種
制
度
の
周
知
、
徹
底
を
図
る
と

共
に
農
業
者
も
畑
作
物
を
転
作
で

は
な
く
本
作
と
し
て
意
識
す
る
よ

う
取
り
組
み
を
共
に
進
め
、
農
業

所
得
の
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
松
議
員

米
価
下
落
と

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
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【
11
月
】

１
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会

２
日
…
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

24
～
25
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

中
央
要
望

26
日
…
全
国
議
長
大
会

29
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

理
事
会

30
日
…
第
２
回
中
・
北
空
知
廃
棄

物
処
理
広
域
連
合
議
会

中
旬
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）、
財
政
援
助
団
体
に
対
す
る

監
査
（
監
査
委
員
）、
指
定
管
理

者
へ
の
監
査
（
監
査
委
員
）

会
第
２
回
定
期
総
会

15
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

全
員
協
議
会
、
ま
ち
づ
く
り
等
調

査
特
別
委
員
会

25
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

29
日
…
北
海
道
町
村
議
会
公
務
災

害
補
償
等
組
合
決
算
監
査

　

大
き
な
波
紋
が
広
が
っ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
コ
ロ
ナ
渦

の
判
断
が
問
わ
れ
た
。

　

開
催
ま
で
、
そ
し
て
期
間
中
、

経
済
の
発
展
・
雇
用
拡
大
・
観

光
客
に
よ
る
効
果
に
期
待
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
あ
り
、

事
業
の
廃
業
・
破
綻
、
失
業
者

の
拡
大
、
国
民
の
行
動
制
限
等

が
あ
り
、
組
織
委
員
会
で
負
担

で
き
な
い
１
兆
円
を
超
え
る
赤

字
が
国
と
東
京
都
、
両
者
の
負

担
に
な
る
。

　

負
担
率
は
分
か
ら
な
い
が
、

負
担
が
都
民
だ
け
な
ら
、
一
人

当
た
り
十
万
円
、
国
民
全
体
な

ら
一
万
円
と
な
る
。
き
っ
と
、

も
っ
と
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

　

様
々
な
種
目
で
多
く
の
素
晴

ら
し
い
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
、
日

本
は
好
成
績
を
残
し
た
。
自
分

の
年
齢
を
考
え
る
と
国
内
開
催

で
私
が
見
た
最
後
の
夏
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
の
か
な
と
思
う
。

　

日
本
が
開
催
地
で
無
け
れ
ば
、

国
内
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
制
限
・

期
間
・
時
期
等
は
変
わ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
開
催
決
定
ま
で
の

経
過
を
見
て
い
た
。
よ
り
に
よ

っ
て
、
な
ん
で
日
本
が
開
催
国

の
時
に
と
思
っ
た
。
犠
牲
の
上

に
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
若
い
人
た
ち
の
自
慢
と
な
る

の
か
。
そ
れ
と
も
、
失
敗
と
見

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
ん
な
大
き
な
判
断
で
は
無

い
け
れ
ど
も
、
私
達
に
も
様
々

な
場
面
で
判
断
す
る
時
が
あ
る
。

自
分
だ
け
に
し
か
影
響
の
無
い

も
の
は
、
ま
だ
良
い
が
、
判
断

の
難
し
さ
の
一
端
を
垣
間
見
た

気
が
す
る
。
六
十
才
に
な
っ
て

も
、
ま
だ
ま
だ
、
人
生
勉
強
。

　

過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
後
に
は
、
経
済
発
展
や
観
光

客
増
加
な
ど
の
良
い
効
果
が
出

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
る
効
果

を
祈
念
す
る
。　

（
藤
井 

雅
仁
）
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令和３年第３回定例会（会期：９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町長、副町長、教育長の給与に関する条例の一部改正について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町過疎地域持続的発展市町村計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町一般会計補正予算（第４号）について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町立診療所特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和３年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数 質疑
４件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件 －

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

・ふるさと応援基金について
ふるさと応援寄付金の令和 2年度末残高は 608,712 千円となっ
ており、年々ふるさと納税の恩恵により増加を続け、財政調整
基金 485,386 千円を超える残高となっている。
ふるさと納税については恒久的に継続する制度ではなく、制度
の廃止も予測されることから、この財源に依存することなく、
今後の行政運営に努められたい。

状況はしっかりと理解している。検討したい。

・特別養護老人ホーム事業について
特別養護老人ホーム事業について、平成 24 年度に 141,361 千
円あった財政調整基金は、令和 2年度末では 1,056 千円に減少
し、一般会計繰入金は、財源不足及び公債費の財源として使わ
れており、近年大きく増加している。
今後、施設の老朽化による大規模改修も将来的に見込まれ、財
源の確保や施設の運営等に抜本的な見直しが必要と考える。
施設を支える職員も慢性的な人数不足が続いており、施設入所
者やその家族が安心安全な環境で日常生活が送れるよう、管理
指導の徹底に努められたい。

人件費増が要因でもある。（職員の年齢構成の高年齢
化）いろいろな角度から検討をしたい。
町営でやることできめ細やかな対応ができると思う。
民間の力も必要、理解する。
職員の特別手当等を削減してきたが、民間より低い
給与形態となってきている状況もあるので、近隣の
状況も見ながら検討したい。

決算審査特別委員会　　（９月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

令和２年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計
歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ - ○ － ○

令和２年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ - ○ － ○

決算委員会における質疑の件数 質疑
９件

質疑
３件

質疑
２件

質疑
１件 - 質疑

13 件 － 質疑
４件


